
山形労働局 職業安定部

令和３年度のハローワークのマッチング
機能に関する業務の評価・改善の取組
（ハローワーク総合評価）の結果



1 . ハローワーク総合評価について

○ 平成27年度から、目標管理・業務改善の取組拡充等を柱とする「ハローワーク総合評価」を開始。

○ 例年、すべてのハローワークにおいて業務毎に目標値を設定し、その達成状況等に応じた４段階の相対評価等を実施。次年度以
降の業務改善に繋げる。また、取組状況や評価結果は公表し、労働政策審議会（本省）や地方労働審議会（労働局）にも報告。

※ 令和３年度は、コロナ禍の影響を踏まえつつ、その実施方法を一部変更して実施（→後述（Ｐ.３））

○ (１)目標管理、(２)実績公表・相対評価、(３)評価結果に基づく業務改善といった一連の流れを続けることにより、サービスの
質の向上に向けた取組を継続的に実施。

• 就職率等の主要指標のみに基づくＰＤＣＡサイク
ルによる目標管理を拡充し、

① 業務の質に関する補助指標

②ハローワーク毎に、地域の雇用の課題を踏まえ
重点とする業務に関する所重点指標

③ ハローワーク毎に、中長期的なマッチング機能
強化のため、職員の資質向上や継続的な業務
改善の取組を推進する評価項目である所重点

項目
を加え、総合的な観点から目標管理を実施。

• 総合評価結果を、労働局は地方労働審議会、
本省は労働政策審議会に報告。

• ハローワークのマッチング機能の強化を図る
ため、評価結果をもとに、本省・労働局による

個別のハローワークへの重点指導や好事例

の全国展開を実施

① 評価結果に基づき、本省から、労働局・ハ
ローワークに対する問題状況の改善指導

② 一定の基準に該当するハローワークは改善
計画を作成、本省・労働局が重点指導

③ 労働市場の状況や業務量が同程度のハロー
ワークにおいて、相対的に高評価となったハ
ローワークにおける取組事例を全国展開

• 業務の成果について毎月公表
→各労働局が所管ハローワークの主要指標の実績を

毎月公表

• 年度終了後、業務の成果（主要指標・所重点
指標）や質（補助指標）、職員の資質向上・業
務改善の取組（所重点項目）の実施状況を踏
まえ、ハローワーク毎に総合評価を実施。
→労働市場の状況や業務量が同程度のハローワーク

を11グループに分け、同一グループ内で相対評価

• ハローワーク毎に総合評価結果及び業務改
善の取組等をまとめ、各労働局が公表。

重点的に取り組んだ事項、業務
改善を図った事項、業務改善が
必要な事項、総合評価、基本統
計データ、指標ごとの実績及び
目標達成状況などを公表

主要業務

の成果の向上

サービスの質向上
地域の課題への対応

職員の資質向上の取組
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（１） ＰＤＣＡサイクルによる
目標管理・取組の評価

（２） ハローワークのマッチング機能の
総合評価・利用者への公表

（３） 評価結果に基づく
全国的な業務改善

次年度以降も
(１)～(３)を実施
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【別紙１】ハローワーク総合評価の評価指標の構成（令和３年度）

◆主要指標
ハローワークのマッチング機能に関する業務のうち、特に
中核業務の成果を測定する評価指標

○ 就職件数（常用）
○ 求人充足数（受理地ベース・常用）
○ 雇用保険受給者の早期再就職件数

２ 地域の雇用課題等に応じてハローワークごとに選択する評価指標

１ 全ハローワーク共通の評価指標

◆補助指標
ハローワークのマッチング機能に関する業務の質を測定
する評価指標

○ 紹介率

◆所重点項目

中長期的なマッチング機能向上のための、職員の資質
向上や継続的な業務改善の取組に関する評価指標

○ 職員による事業所訪問

○ 職員による計画的なキャリアコンサルティング研修の受講

○ 職員による求職者担当制の実施

○ 求人に対する担当者制の実施

○ 業務改善を図った取組の共有及び実施

○ 他所と連携した広域労働移動の取組

○ 地方公共団体との連携の推進

○ 各種業務研修の実施

◆所重点指標
ハローワークのマッチング機能に関する業務のうち、地域の雇用に関する課題等を踏まえ、ハローワークごとに重点的に取り組む業務に

関する評価指標

○ 生活保護受給者等の就職率 ○ マザーズハローワーク事業における担当者制による就職支援を受けた
○ 障害者の就職件数 重点支援対象者の就職率
○ 就職支援ナビゲーターの支援による新規卒業予定者等（既卒者含む）の ○ 正社員求人数
正社員就職件数 ○ 正社員就職件数

○ ハローワークの職業紹介により、正社員に結びついた就職氷河期世代の ○ 人手不足分野の就職件数
不安定就労者・無業者の件数 ○ 生涯現役支援窓口での65歳以上の就職件数

○ ハローワークの職業紹介により、正社員に結びついたフリーターの件数 ○ その他、安定所と労働局が調整し設定するマッチング業務指標
○ 公的職業訓練修了3ヶ月後の就職件数
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2 . 令和３年度実施概要

○ 令和３年度は、コロナ禍の業務への影響が引き続き不透明であり、また地域ごとで多様である状況を踏まえ、実施方
法を一部変更して実施。

○方法を工夫しつつ、実績の管理・公表、結果に基づく取組の振り返り等は例年同様に実施。さらに、事例の横展開を
例年以上に推進し、それらを通じて、次年度以降の業務改善に繋げる取組を継続。

（1）業務ごとの実績管理

ハローワーク毎・業務毎に設定する目標値に代えて、過去３年度における当該項目の実績との対比により、進捗管理。

令和３年度における変更点

※ なお、令和４年度におけるハローワーク総合評価は、例年通りの方法により実施中。

（2）取組状況の公表・分析 ※県内のハローワークの分析は、別紙２のとおり

グループ毎の相対評価は行わず、ハローワーク毎に自所の過去実績との比較

により振り返りを行い、所長が当年度の取組結果について分析を行う。

業務毎の目標達成状況ではなく、当該項目の過去３年度実績と対比した実績

などを労働局ホームページにおいて公表。

ハローワーク○○ 就職支援業務報告（令和３年度）

（3）全国的な取組事例の横展開

相対的に高評価となったハローワークの事例だけではなく、全国的に取組事例を収集

し、全国のハローワークに共有するととともに、労働局においても地域に即した好事例

を管内のハローワークに横展開。
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ハローワークやまがた 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

当所では、就職氷河期世代等に対するマッチング業務を最重要と考え、特に主要指標（就職件数・充足件数）及び所重点指標（正社員に結
びついた就職氷河期世代の件数、人材不足分野の就職件数など）の向上を目指して重点的に進めることとし、求職者担当者制による個別支

援やきめ細やかな職業相談の実施、求人票記載内容の充実、求人情報等の提供などの強化に取組みました。 
特に、求人受理窓口での丁寧な聞き取りと併せて求人事業所を訪問しての求人票以上の情報収集や充足のための助言等を行い、求人票記

載内容の充実に取り組みました。その結果、求人の充足及び正社員就職につながるなどの成果となり、求職者からは求人票が分かりやすい、
事業所からは応募者の事前理解が進んだなどの評価があり、本取組の継続・拡充を要望されています。 

また、令和３年度から新たに「就職氷河期世代対象セミナー」を設定開催し、自己理解の促進と職務の棚卸しを実施した参加者から「自分
の魅力を再発見できて、自信をもって就職活動に取り組めた」などの評価をいただいています。 

さらに、企業の人材確保と求職者の就職を支援するために、同一労働市場圏のハローワークむらやま、さがえと合同で以下のテーマを決
めた大規模面接会を開催しました。  
◎就職氷河期世代及びコロナ関連離職者等の就職支援するための「ハローワーク就職面談会 inやまがた」 

※本面談会は経済産業省委託事業とタイアップし、「オンライン合同企業説明会 in やまがた」を同時開催で企画したことから、対面に 

よる面談とオンラインによる面談の併用開催とした。          【実績】７６社、２１８名参加、就職者３５名 

◎医療福祉分野の人材確保と就職促進を図るための「福祉のしごとフェア」 【実績】６３社、２０２名参加、就職者３７名 

◎障害者の雇用促進を図るための「ふれあい合同面接会」         【実績】４７社、１３２名参加、就職者３１名 

※参加求職者は入替の２部制で実施したほか、対面による面談とオンラインによる面談を併用開催とした。 
 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

  当所では、中長期的な職員の育成を図る観点から、若手人材を中心にワーキングチームを設置し、ＰＤＣＡサイクルを廻していく工夫を

しました。加えて、ハローワークの職業相談等においては、産業や職業に対する基礎知識が必要になることから、事業所訪問の機会を捉え
て、若手職員を中心とした事業所視察を年間３０８件実施しました。 
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（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

  企業では若年者（大学等新卒者）を中心にオンラインによる採用活動が行われていますが、コロナ禍で授業もオンラインで行う大学等も

あり、就職活動に不安を抱いている大学生等が多い状況となっています。そのため、当所新卒応援ハローワークでは、オンラインを活用し

た就職支援（職業相談、模擬面接、セミナー等）を積極的に行うなど、サービスの改善を図りました。令和３年度の実績は、オンラインでの

職業相談や模擬面接の個別支援７１件、オンラインセミナー２回（４９名参加）実施し、学生や大学等から就職活動が円滑に行えるような

った等の評価をいただいています。 

求人等の情報提供等については、ハローワークインターネットサービスでの提供（デジタル化）を基本としつつ、併せて求人者マイページ

及び求職者マイページの開設・利用促進を奨励しています。一方では、従来のアナログ形式（一覧表など）での情報提供を希望する求職者等

の声もあるため、そうした方々のために定期的に作成・発行している複数の求人情報を、より目につき利用しやすい掲示・配架形式とする改

善を行ったところ、その結果、求人情報を持ち帰る人が月あたり３割程度増加しました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

いまだコロナ禍の影響があるものの、地域の雇用環境の改善に不可欠なハローワークサービスのデジタル化推進のために、マイページの

開設数とログイン率の向上を目指して、求人票の情報提供は当所からのマイページ送信スタイルとして推進しましたが、現状、マイページ

開設数は増えるもののログイン率の向上までには至っていないことから、マイページ開設者、開設希望者を問わず、利用のメリットを最大

限理解してもらうために、窓口相談等を通じて確実な説明を継続実施していくことでログイン率向上を図ります。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

  コロナ禍２年目で、企業活動は一部の産業を除いて活発化しており、製造業を中心に新規求人数は増加しましたが、求職者には感染防止

のために外出自粛意識が強く来所して求職活動する方は増えず、企業の人材確保が課題となっています。求職者マイページ等を活用して継

続した情報提供による来所勧奨等を行い、就職支援と充足支援に努めます。 
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２ 特記事項 

特になし 

 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者 

早期再就職件数 
紹介率 障害者の就職件数 

ハローワークの職

業紹介により、正

社員に結びついた

就職氷河期世代

（35 歳～54 歳）の

不安定就労者・無

業者の件数 

正社員求人数 正社員就職件数 

生涯現役支援窓口

での 65 歳以上の

就職件数 

令和３年度実績 ５，６３０ ５，８３５ １，２９４ １０７．８％ ３０４ ４５８ １７，２０７ ２，６２６ １７２ 

過去３年度平均 ６，７５３ ６，９７５ １，８５９ １２４．０％ ３４２ ２９８ １８，２８８ ３，２２６ １５１ 

R２年度実績 ５，６３３ ５，８４５ １，８７０ １１９．５％ ２８６ ２９８ １５，１７０ ２，５３４ １５１ 

対R2比 ９９％  ９９％  ６９％  ９０％  １０６％  １５３％  １１３％  １０３％  １１３％ 

R１年度実績 ７，０７２ ７，３８０ １，８７４ １２９．２％ ３８２  １９，６６６ ３，３９５  

対R1比 ７９％ ７９％  ６９％  ８３％  ７９％    ８７％   ７７％  

H30 年度実績 ７，５５４ ７，７０１ １，８３４ １２２．２％ ３５７   ２０，０２８ ３，７４９   

対H30 比  ７４％  ７５％  ７０％  ８８％  ８５％     ８５％   ７０％   

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライン紹介によ

る就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 
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ハローワーク米沢 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

当所では、人手不足が広がっている状況にあったことから人材確保について、また、年度初めに大量離職者の発生が見込まれたため、雇用
保険受給者の早期再就職について重点課題として取り組みました。具体的には、毎月のミニ面接会、求職者担当者制によるマッチング、初回

認定後の職業相談時における再就職手当のシミュレーションなどを実施しました。 
ミニ面接会は年間 16回開催し、合計で事業所 61社、求職者 130 名が参加し、就職決定 19件の成果をあげることができました。面接会では

企業説明会をセットにし、参加しやすい工夫を行うとともに、雇用保険受給者の認定時間ごとに参加を呼びかけました。また、求職者担当制
については、月ごとの目安数を決めて求職者に対するきめ細かな支援を行いました。再就職手当のシミュレーションは受給者ひとり一人の支

給金額を示し、再就職の意欲を喚起しました。 
また、大規模就職面接会として、「福祉のしごと就職フェア」（11月 12 日）を開催し、参加者は事業所 19社、求職者 40名、就職決定 11件

（就職率 27.5％）の成果を得ましたが、「適職到来 紡ぐ 2021 就職面接会」（令和 4 年 2 月 10 日予定）については、新型コロナウイルス感
染拡大のため中止せざるを得ませんでした。しかし、代替措置として 3月にミニ面接会を 4回に分けて開催し、合計で事業所 22社、求職者 70

名が参加し、就職決定 11件の成果をあげることができました。求職者向け広報として、待合室にて企業からの面接会参加勧奨動画を放映し、
さらに面接会参加事業所の PRブック（面接会終了後も企業ガイドとして有効活用）を作成するなど広報に努めました。 

各種取組については課・部門を超えたチームからなる課題ごとのワーキングチーム（７分野）を設置することにより、全員参加型の取組を
推進し、PDCA サイクルによる進捗管理を行いました。 

 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

 課題ごとのワーキングチームにリーダーとして若手職員を起用するなど、ＯＪＴにより経験を積ませることで人材育成を図りました。 
また、若手職員の学ぶ場として昨年に引き続き「若者塾」（塾長：所長）を設置しました。運営は、テーマ設定、講師、資料作成などすべて

を若手職員自らの手で行いました。これらを通じて、業務の振り返り、新たな気づき等が生まれ、業務に対する積極性が確実に醸成されてい
ます。新規採用者や他局からの転入者については、職業紹介事業や雇用保険制度の変遷、地方自治体との連携（地方分権改革）等、日常の業

務ではなかなか触れる機会の少ないテーマを取り上げて学習しました。 
 さらに、ハローワークシステムのリニューアルを踏まえた機能活用に関する研修や職業相談スキルアップ研修などを実施し、資質向上に努

めました。  
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（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

 各種リーフレットやパンフレットを整理し、目的ごとの配架、ポスター貼付スペースの確保を図りました。スペースの確保では、重要施策
となっている職業訓練について、広報スペースの拡充を図りました。また、新型コロナウイルス感染防止のため、閲覧方式としていた 60歳以

上の特化型求人一覧表を配布方式としました。山形労働局ホームページ内の「ハローワーク米沢からのご案内」をより一層活用することとし、
定期的な更新によるタイムリーな情報提供を心がけるとともに、ホームページのＱＲコードを印刷したリーフレットを作成し、周知に取り組

みました。 
 さらに、ハローワークシステムのリニューアルに伴い、パンフレット「スマホでの求職者マイページの操作イメージ」を作成し、求職者マ

イページの開設増加に努めました。併せて、オンラインにより求職登録された方へハローワークの利用案内にも取り組みました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

 コロナ禍によりオンライン相談､紹介の推進、ＳＮＳの活用が必要不可欠となりました。当所においてもオンライン相談に向けて研修を実施

するなど準備をしてきましたが、未だ実績がないことから、周知方法等工夫して活用を図っていきます。また、各種セミナー、企業説明会、
大規模就職面接会などが開催可能な状況になりましたので、オンライン併用など工夫しながら取り組んでいきます。 

 令和 3 年 9 月から可能となったハローワークインターネットサービス（オンライン）を介しての応募と令和 4 年 3 月から可能となったリク
エスト紹介の活用を図るため、企業への周知と求職情報公開の取組等をさらに進めていくこととします。 

 人手不足はコロナ禍にあっても進んでおり、医療・福祉、建設、運輸、警備の４分野をはじめ人材確保対策は重要になっています。助成金
等活用した人材育成も含めながら、女性、高齢者、障害者及び就職氷河期世代等多様な人材の採用とともに人材確保対策に取り組んでいきま

す。また自治体や関係機関と連携して、魅力ある企業、地域づくりを働きかけるとともに、その魅力を発信する取組を進めていきます。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

 基礎自治体、商工団体等のみなさまから若者の地元定着支援の強化が重要との意見をいただき、置賜地区雇用対策協議会をベースに関係機

関が連携して若者の就職支援を進めてきました。企業や基礎自治体等からは、人材育成・地元定着について意見を求められる機会があり、地
方への新しい流れを作る取組強化が求められる状況において、令和 3 年 3 月にとりまとめた高卒内定者の応募求人選定のポイントなどをまと

めたアンケート結果などを提供しながら、高校生の地元定着をはじめとして雇用・労働分野の施策を担う関係機関と連携し効果的な取組を実
施していきます。 
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２ 特記事項 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響から雇用調整助成金（緊急雇用安定助成金）の支給要件の大幅な緩和、申請手続きの簡便化を図り、
迅速支給を行うことで雇用維持を図ってきました。そうした特例措置は規模を縮小しながら延長が続いています。また、雇用調整助成金の活

用促進とあわせて、一時的に雇用過剰となった企業と人手不足が生じている企業との間で、在籍出向という手段を活用した雇用の維持（産業
雇用安定助成金）の周知広報に努めていきます。 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 
充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者 

早期再就職件数 
紹介率 

ハローワークの職業

紹介により、正社員

に結びついた就職氷

河期世代の不安定就

労者・無業者の件数 

正社員求人数 正社員就職件数 
公的職業訓練修了 3

ヶ月後の就職件数 

令和３年度実績 ２，４５８ ２，３２８ ５５８ １０４．９％ １７１ ６，５８３ １，２５６ ７９ 

過去３年度平均 ２，８３３ ２，６２４ ８２２ ６６．０％ １９５ ５，９９５ １，４０７ １００ 

R２年度実績 ２，４２２ ２，２７６ ６８２ １１３．１％ １９５ ５，２３０ １，１７５ ８２ 

対R2比 １０１％ １０２％ ８１％ ９２％ ８７％ １２５％ １０６％ ９６％ 

R１年度実績 ３，０１１ ２，７８２ ９０７ ５９．２％  ６，１１３ １，５１１ １１４ 

対R1比 ８１％ ８３％ ６１％ １７７％  １０７％ ８３％ ６９％ 

H30 年度実績  ３，０６７ ２，８１３ ８７６ ２４．２％   ６，６４２ １，５３６ １０４ 

対H30 比  ８０％ ８２％ ６３％ ４３３％   ９９％ ８１％ ７５％ 

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライン紹介によ

る就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 



1 

 

ハローワーク酒田 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

当所では主要３指標のうち、リアルタイムで進捗管理が可能な就職件数と充足件数の目標達成に向けた取り組みが業務推進の基礎となると

判断し、重点的に取り組みました。進捗管理は、毎週担当統括官がコメントを付して所内回覧することに加え、月１回所長コメントを加え、

進捗状況の共有化と取り組むべき課題の明確化を図りました。能動的マッチングの強化、求職者・求人者担当制への継続的取り組み、シニア

応募歓迎・会社見学可能・正社員求人確保など従来からの基幹的取り組みと併せ、コロナ禍においても堅調な求人募集に対する充足支援（事

業所支援）に軸足を置いた取り組みとして、一手間かけることにより早期充足が期待できる求人に対するウィークリー面談会、人材不足分野

特化型や大量離職者早期再就職を目的とするミニ面談会を開催しました。就職件数（常用）、充足件数（常用）、雇用保険受給者の早期再就職

件数の主要３指標年間目標値には到達できませんでしたが、その手段としてのプロセスは次年度以降に活きてくるものと判断しています。 

また、雇用保険受給者の早期再就職促進のための取り組みとして、雇用保険受給資格決定後１週間を目処に、再就職手当シミュレーション

と職業相談部門担当者がマッチングした求人票や求人説明会等イベント案内を同封し、早期再就職の更なる意欲喚起を行いました。 
 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

 職業相談技法の向上をはかる観点から、労働研修所の職業指導研修及び労働局主催のキャリアコンサルティング更新講習に合わせて４名の

職員を送り出しました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

今年度は新型コロナウイルス感染予防の観点から、従来からの効果的な事業等について見直しを図る必要がありました。その中にあって長

年にわたり当所の業務運営にとって複合的効果をもたらしてきた大規模面接会を２年ぶりに開催しました。また、大規模面接会の補完機能と

して企業を絞り込んでウィークリー面談会（ミニ面談会）を定期開催しました。開催後は都度問題点の検証を行い、求人者・求職者双方にと

ってよりマッチングしやすいようブラッシュアップを重ねました。 
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（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

求職者の減少傾向が強まる中、特に潜在求職者の掘り起こしに苦戦を強いられ、求人数に対する紹介率や就職件数の伸び悩みといった課題

も浮き彫りとなりました。 

令和４年度は、各種面接会・説明会の効果的な開催及びオンライン職業相談の本格実施を捉えて、求職者の掘り起こしに繋げていきたいと

考えております。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

 令和３年度は、有効求人倍率は年間を通じ高水準で推移し、年度最終月の有効求人倍率も１．６５倍と県内ハローワークの中で２番目に高

い倍率となりました。これはコロナ感染拡大下の状況に事業活動が左右されない、あるいは逆に活況を呈する企業もあることが要因ではあり

ますが、加えて企業の成長に不可欠な人材を確保したい、後継者を育成したいという企業側の切実な要望も多く聞いているところです。 

 令和４年度は、その期待に応えるべく、求人記載内容の見直しやアピールポイントの記載アドバイスなど魅力的な求人票とするための援助

業務を強化し、求職者に対するきめ細かなマッチングを行ってまいります。 
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２ 特記事項 

特になし 

 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 
充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者 

早期再就職件数 
紹介率 

生活保護受給者等

の就職件数 

ハローワークの紹

介により、正社員

に結び付いたフリ

ーター等の件数 

正社員求人数 正社員就職件数 
人材不足分野の就

職件数 

令和３年度実績 ２，２０４ ２，１９０ ５７１ １０１．０％ ７９ １５８ ７，３３７ １，０９０ ５４８ 

過去３年度平均 ２，６５２ ２，６００ ７６０ １０９．０％ ７２ ２１２ ６，９９１ １，３２０ ６９５ 

R２年度実績 ２，２３４ ２，１９２ ６６７ １０２．６％ ６５ ２１２ ６，６８０ １，１６０ ６７１ 

対R2比 ９８％ ９９％ ８５％ ９８％ １２１％ ７４％ １０９％ ９３％ ８１％ 

R１年度実績 ２，８０１ ２，７９０ ８１２ １１２．７％ ９３  ７，１５５ １，３３８ ７１８ 

対R1比 ７８％ ７８％ ７０％ ８９％ ８４％  １０２％ ８１％ ７６％ 

H30 年度実績 ２，９２１  ２，８１７ ８０２ １１０．５％  ５９  ７，１３７ １，４６１  

対H30 比 ７５％ ７７％ ７１％ ９１％ １３３％   １０２％ 
７４％ 

  
  

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライン紹介によ

る就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 
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ハローワーク鶴岡 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

当所では、コロナウイルス感染拡大防止に配慮する中、取組の展開に制約がありましたが、「就職氷河期世代」及び「フリーター等の正社員

就職」の目標達成を最重要課題と位置づけ、求人情報を積極的に求職者に提供し職業相談に結びつけた他、求人事業主に「トライアル雇用」

や「特定求職者雇用開発助成金」等の各種助成金の周知を図りながら就職支援に取組みました。さらに、正社員求人をメインとした就職面接

会「ワークチャンス庄内 2021」を開催するなど、就職意欲の喚起にも積極的に取組みました。 

さらに、当所の企画である「我社の Good Point」（企業によるアピール情報の所内掲示）の取組みにより企業の情報を「見える化」し、求

職者によりわかりやすい情報を提供しマッチングに努めました。なお、これについては求人説明会とセットで実施するケースも想定してお

り、事前に求職者にダイレクトメール等で求人説明会への参加を促すことにより、求人内容及び企業理解の場を提供し、職業相談・紹介に結

びつけるきっかけ作りとして、実施回数の増加に努めましたが、コロナウイルス感染状況のため中止となったケースもありました。 

また、「多様な求職者のニーズ」に応えることへの取組みとして、「60 歳以上対象求人」「パート求人」及び人材不足業種への対応の強化と

して「福祉分野求人」等のそれぞれに特化した「ミニ就職面談会」を企画し、実施にあたっては、求職者への窓口での周知とともに、ホーム

ページやチラシ等、広く開催情報の提供を行いマッチング支援に努めました。 

以上のような取組みの結果、所重点指標の「就職氷河期世代」と「正社員求人」、「正社員就職件数」については目標を達成することができ

ましたが、「フリーター等の正社員就職件数」については未達成となりました。 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

当所では、中長期的な職員の育成を図る観点から、中堅職員を就職面接会の責任者として積極的に関わるようにした他、非常勤職員の効果

的な活用・業務遂行についても検討し、組織の中核をなす人材として自覚を持つよう取組みました。また、「公正採用選考」や「システム刷

新」等の所内研修においては、若手職員に研修全体の担当者として資料作成から講師まで任せた他、事業所訪問・見学ではアポ取りから訪問

記録の共有まで一貫して行わせる等、仕組みの理解と行動力の醸成を図りました。 
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（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

ハローワークの業務内容の周知を図るため「ハローワーク鶴岡利用ガイド」（リーフレット）をリニューアルし、地元のコミュニティ新聞に
折り込みを依頼するとともに、所内配置を始めとして市役所・スーパー等に配置し広く利用促進をアピールしました。 

また、来所求職者にはハローワークインターネットサービスでの求人検索に不慣れな方が多く、窓口に検索方法について問い合わせするパ
ターンが増え、その対応のため本来の職業相談に影響も出ていたことから、雇用保険受給者を中心に「スマホでの求人検索講座」を定期開催

することとし取組んだ結果、就職意欲の喚起にも効果が見られました。 
さらに、求職者の要望に応え、「事前見学歓迎求人」「60 歳以上歓迎求人」「正社員求人」「45 歳以下募集求人」「UIJ ターン歓迎求人」の一

覧表を月１～2回のペースで作成し、窓口相談の際に配付を行ったほか、高年齢者向けに「60歳以上歓迎求人」を掲示板に貼り出し、情報提
供の強化に努めました。 

また、雇用保険受給者の就職支援講習会については、複数の就職支援ナビゲーターが同じ資料で説明していたものの、説明内容に統一性が
なく、説明資料（パワーポイント）も分かりにくかったことから、説明文を縮小し画像を増やす等の見直しを行い、よりわかり易く視覚的に

ＰＲできるようにしました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

当所の企画である「我社の Good Point」（企業による写真等アピール情報）については、企業情報の「見える化」にも貢献しており、応募

のきっかけ作りの一つとしての一定の効果はあると思われますが、同じ企業に利用されがちであり、更なる利用拡大を図るために周知強化に
取組みます。 

また、前述の「事前見学歓迎求人」一覧表については、見学者が企業のイメージ、仕事のイメージを鮮明にできることからミスマッチの解
消や職場定着等に貢献しているものと思われますが、新型コロナウイルスの影響もあり、思ったほど件数が伸びなかった面がありました。事

業所訪問等による求人票以上の情報の収集と合わせ、なお一層の利用拡大を図るために周知強化に取組みます。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

事業所訪問については、新型コロナウイルスによる鶴岡市独自の「特別警戒」や山形県と合同の「合同要請」、「まん延防止」の適用と、度

重なる対外活動の自粛要請があり、計画通りに実行することができない中でも、何とか目標目安を達成することができました。しかし、雇用
保険説明会や就職支援講習会の開催、当初 6 回予定していた「ミニ面接会」が 2回中止になる等、就職意欲の喚起やマッチングに与える影響 

は大きいものがありました。今後も、求人票以上の事業所情報収集や若手職員のスキルアップを見据えての工場見学も併せて行うように努め
ると共に、人手不足分野等の職種に限定した「ミニ面接会」の開催を引き続き追求していきます。 

なお、「オンライン紹介」や「オンライン自主応募」による影響は、当所においては見られませんでした。 
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２ 特記事項 

特になし 

 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 
充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者 

早期再就職件数  
紹介率 

ハローワークの職業

紹介により正社員に

結びついた就職氷河

期世代の不安定就

労・無業者の件数 

正社員求人数 正社員就職件数 

ＨＷの職業紹介によ

り正社員に結びつい

たフリーター等の件

数       

令和３年度実績 ２，２０５ ２，１９８ ５４３ ９６．５％ ２３９ ６，４６９ １，０３０ ２３３ 

過去３年度平均 ２，５９８ ２，６０５ ６６３ １１１．０％ １８６ ６，３８４ １，１９５ ４０５ 

R２年度実績 ２，１８２ ２，２４４ ５２１ １０２．９％ １８６ ５，４７９ ９５６ ２２３ 

対R2比 １０１％ ９７％ １０４％ ９３％ １２８％ １１８％ １０７％ １０４％ 

R１年度実績 ２，７６５ ２，６７４ ７３５ １１３．７％  ６，４３９ １，２９２ ４９６ 

対R1比 ７９％ ８２％ ７３％ ８４％  １００％ ７９％ ４６％ 

H30 年度実績 ２，８４８ ２，８９８ ７３２ １１６．７％  ７，２３５ １，３３７ ４９５ 

対H30 比 ７７％ ７５％ ７４％ ８２％  ８９％ ７７％ ４７％ 

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライン紹介によ

る就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 
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ハローワーク新庄 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

コロナ禍において様々な不安を抱えている求職者に寄り添ったサービスを提供することが最重要であると考え、当所では、就職件数の目標

達成を重点的に進めることとし、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策に十分留意したうえで取り組みを実施しました。 

・新型コロナの感染拡大の影響によりハローワークへの来所を控える方が増加していたことから、求職者マイページの開設を推奨し、本人へ

の連絡もマイページ上で行うなど求職者の安心を担保としたマッチングを積極的に展開しました。また、求人情報を複数種類作成し、希望に

見合った情報を提供できるよう、ホームページへの掲載の他、紙ベースでも印刷し庁舎内外に配置することでインターネット環境に無い高齢

者等が閉庁時間でも持ち帰ることができるようにしております。 

・求職者の中には、コロナ禍において職種転換を図る方やスキルアップを希望される方も多いことから、ハロートレーニングの受講斡旋を積

極的に進め、２月には初の試みとして訓練実施機関を一同に集めた「職業訓練説明会」を開催しました。参加求職者からは様々な訓練の具体

的な内容を直接聞くことができ良かったとの評価をいただいております。 

・企業の人材不足対策を兼ねて、正社員求人を提出している企業を対象に、１２月と２月に新庄市及び新庄商工会議所と共催で就職面接会を

開催し、２回の合計で、参加企業４０社、参加求職者９８名、就職決定２４名の実績となりました。コロナ禍の影響により、面接の機会が減

少する中、直接の面接機会を提供できたことは、参加企業及び参加求職者からは好評を得ることができ、共催の新庄市・商工会議所からは事

業継続を要望されております。 

・厚生労働省が定める「介護の日」の企画として、１０月に人材不足分野の１つである福祉分野の充足対策のため、山形県ほか関係機関との

共催による「２０２１福祉の仕事フェア in新庄」を開催しました。現職介護士のトークショーやビデオ上映、介護分野の職業訓練説明会等の

ほか就職面談会も同時に開催し、５０名の来場がありました。就職面談会には１６社が参加し、６名の就職が決定しました。また、フェアで

はその他、福祉専門機関の相談コーナー、障害者福祉施設で製作した商品の展示・販売など多岐に渡り総合的に福祉の仕事のＰＲを行うこと

ができました。 

・その他、ハローワークへの来所者が減少していることから、来所のきっかけ作りも兼ねて、正社員求人を中心とした「求人説明会」や「６

０歳以上応募歓迎求人ミニ面談会」を定期的に開催したところ、求人者・求職者より好評を得たところです。 

別紙２ 
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「就職件数」の目標達成については、上記対策の他、求職者担当者制による求人情報の提供や、認定日全員相談、認定日前マッチングなど

の日常業務への丁寧な取り組みを進めたところですが、コロナ禍により求職活動の手控え等の影響からか「就職件数」は目標の９４．０％、

「充足件数」は９２．５％、雇用保険受給者の早期再就職件数は２月末までで８４．９％と目標には届きませんでした。 

 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

 当所では、中長期的な職員の育成及び効果的な業務運営を図る観点から、「ハローワークシステム刷新」及び「追加リリース」、雇用環境・

均等室との連携強化のための「育児・介護休業法の概要」について相談員を含め全職員に対し研修を実施しました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

①ハローワークの業務内容の周知を図るため「ハローワーク新庄ご利用案内」を地域住民向けに新たに作成し、管内全市町村窓口に配置する

ことで広く利用促進を図りました。 

②ハローワークシステムの機能追加に伴い、オンラインでの職業紹介等も可能となることから、求職者・求人者マイページの開設促進につい

て重点的に取り組み、求職者向けには「求職者マイページ開設手続き」「スマホでの操作」、求人者向けには「オンライン求人申込み簡易手順

書」を作成のうえ、当所からの連絡もマイページを介して行うよう努めました。また、コロナ禍により来所を敬遠する方や遠方の学生等来所

相談が難しい方に対してのオンラインでの職業相談も試行的に実施し、今後のオンライン紹介に繋がるようにしました。 

③新型コロナウイルス感染症の影響により求職者は減少傾向でしたが、その中で高齢者の占める割合が高まったことから、高齢者雇用に意欲

的な企業とのマッチングを進めるため「６０歳以上応募歓迎求人ミニ面談会」を定期的に開催しました。生涯現役支援窓口における職業相談

の効果的な運営と相まって、ミニ面接会は求人者・求職者双方に好評であり、多数の参加をいただくことができました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

コロナ禍が継続していることから、ウイズコロナでの業務運営が求められております。ハローワークシステムの機能強化に伴いオンライン

紹介や求人者からのリクエスト等も可能となることから、求職者マイページ及び求人者マイページの開設を強く推進しオンライン紹介対象を

増加させることが重要となります。職員個々のスキルアップのための研修を随時行い、時代に沿ったサービスを提供する取り組みを行ってま

いります。また、ハローワークインターネットサービスのオンラインのみの利用者には積極的にハローワークへの登録を勧奨し、各種支援サ

ービスを提供することができるように進めます。 

当所の管轄地域は県内でもデジタル化が進んでおらず、今後の業務運営を推進するうえでも立ち遅れることが懸念され、デジタル化の推進
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が喫緊の課題と捉えております。マイページ開設促進はもとよりマイページの各種活用方法についての周知・説明を行っていきます。また、

雇用保険の電子申請もまだまだ低調なことから電子申請説明会や個別相談会等を今後も継続して実施することでデジタル化の推進を図ってい

きます。 

長引くコロナ禍において、企業のニーズも様々であることから、新型コロナウイルス感染防止対策を徹底しながらの事業所訪問を積極的に

進め、顔の見える関係の構築、良質な求人の確保及び事業所情報の収集等を行い、求人充足に向けた事業所支援を行っていきます。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

 コロナ禍において、各企業には雇用調整助成金等の活用により雇用の維持を図っていただいていることから、離職者の減少及び高齢求職者

の増加が顕著となっております。感染拡大での不安感からか就職意欲の低下も多く見られ、マッチングの効果が上がらず紹介件数や就職件数

の減少に繋がったと考えられます。 

当所管轄である最上地域の人口減少率は県内で最も高く、若者の地元定着・地元回帰は管内自治体及び事業者団体等においての喫緊の課題

です。令和３年度の新規高卒の就職希望者は、少子化及び進学率のアップにより前年の７４．３％と大幅に減少となりました。自治体等でも

様々な対策を講じており、当所においても地元自治体等との共通認識のもと「オールもがみ若者定着推進会議」、「人材育成推進・確保対策協

議会」等にも参画し、自治体や事業者団体等と連携しながら早い段階からの地元企業理解・地元意識醸成に取り組んでおります。コロナ禍に

より地元志向が高まっている状況を好機と捉え、今後も引き続き情報発信を強化しながら積極的に取り組むことといたします。 
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２ 特記事項 

特になし 

 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 
充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者 

早期再就職件数 
紹介率 

ハローワークの職業紹

介により、正社員に結び

ついた就職氷河期世代

の不安定就労者・無業

者の件数 

正社員求人数 正社員就職件数 

令和３年度実績 １，３５２ １，１８９ ２８６ ８９．９ ６１ ３，００４ ５４１ 

過去３年度平均 １，５９２ １，３８３ ３５８ １０５．０％ ４６ ３，１４７ ６５９ 

R２年度実績 １，４３９ １，２８５ ３３７ ９８．２％ ４６ ２，９９２ ６００ 

対R2比 ９３％ ９２％  ９１％ １３２％ １００％ ９０％ 

R１年度実績 １，７０２ １，４３９ ３９４ １０３．８％  ３，０７９ ６５８ 

対R1比 ７９％ ８２％  ８６％  ９７％ ８２％ 

H30 年度実績 １，６３４  １，４２５  ３４２  １１３．３％    ３，３７１  ７２０  

対H30 比 ８２％  ８３％    ７９％    ８９％  ７５％  

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライン紹介によ

る就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 
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ハローワーク長井 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

令和２年度末から３年度にかけて、当所管内における事業所閉鎖が２件生じ、合計約１４０名程度の大量離職者が発生しました。一方自

動車関連産業等の分野では人手不足となっている求人事業所もあり、大量離職者の再就職支援及び求人事業所とのマッチング業務を最重要

と考え、就職面談会や職場見学会などの取組を行いました。 

特に職場見学会は２９回開催し、参加者数が１９２人（令和２年度は９９人）、うち就職者が２４人（令和２年度は２３人）の成果をあげ

ており、求人事業所及び大量離職者を含む求職者からは開催要望が相次いでいます。 

また、今年度から大量離職事業所求職者向けに新たに「企業見学ツアー＆ミニ面談会」（２月１４日、１６日、１８日）および次週には「事

業所見学会」の取組を開始しました。管内商工会から人材確保対策の要請を受け、前述の事業所閉鎖離職者の再就職支援を並行して行うた

めに企画・実施しました。参加事業所数９社、面談会参加求職者数４３人、事業所見学会は７社の成果となり、合計で７名が就職に結びつ

きました。また、管内商工会へ面談会企画・実施のノウハウを提供したことにより、来年度以降の継続開催に期待できる状況です。 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

  当所では、中長期的な職員の資質向上に向けた取組として、以下の研修を実施しました。 

 ・就職氷河期世代支援研修（６月） 

 ・ハローワークシステム刷新伝達研修（７月、３月） 

 ・同一労働・同一賃金研修（１２月） 等 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

  当所では西置賜雇用対策協議会との共催事業として、「２０２１西置賜就職面談会」（１１月３０日）を開催しました。失業認定日や職業

相談等の場面をとらえての周知や当所ホームページを利用した広報等を実施しましたが、参加事業所数１９社、参加求職者数１６名、就職

件数６件と厳しい結果となりました。 

  参加事業所から「参加者が少ない」との指摘を受け、「求職者のいる場所でＰＲさせる」ことを目的とした「失業認定日における会社説明

別紙２ 
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会」を企画し、３月９日に実施しました。内容は失業認定日の待ち時間を利用して事業所担当者に５分程度の事前ＰＲを行わせ、その後に

実施する３０分程度の会社説明会に誘導するものです。人手不足分野（介護）の事業所での実施でしたが、延べ１０人程度に事前ＰＲを行

い、うち１名が会社説明会に参加しました。 

  また、２月に同じ形式によるポリテクセンターの訓練説明会を企画していましたが、まん延等防止重点措置の適用により中止せざるを得

ませんでした。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

① 令和３年９月から開始している「オンライン紹介」「オンライン自主応募」については、当所では実績がない状況です。 

② 当所の求職者マイページ登録件数が県内最下位の状況を受け、求職者マイページＰＲにかかる所独自のリーフレットを１１月に作成し、

初回相談等の場面をとらえて周知説明を徹底しました。件数はまだ少ないですが、求職者マイページの伸び率は順調に推移しています。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

 当所における求職者担当制が十分に機能していなかったため内容の見直しを行い、新たな実施要領により 7 月から実施しました。職員によ

る求職者担当制の登録件数は３７件、就職件数は２７件（ともに３月末現在）です。 

 また、当所管内の有効求職者の半数以上が５０歳以上であることから、新規求人一覧、求人票ファイル等のロビー配架による紙媒体での求

人情報提供を令和２年度に引き続き実施し、スマホやＰＣ操作に不慣れな求職者へ配慮した求人情報提供を行いました。 
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２ 特記事項 

特になし 

 

 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 
充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者 

早期再就職件数 
紹介率 

就職氷河期世代正社員

就職件数 
正社員求人数 正社員就職件数 

令和３年度実績 ８９１ ８５６ ２３２ ９５，７％ ４３ ３１０７ ４９８ 

過去３年度平均 １０２３ ９９２ ２１２ １１１．０％ ９４ ２９６２ ５５９ 

R２年度実績 ８８７ ８４２ ２０２ １１１．４％ ６５ ２６１５ ４４８ 

対 R2 比 １００％ １０１％ １１５％ ８５％ ６６％ １１８％ １１１％ 

R１年度実績 １０７１ １０２２ ２１２   ２９３９ ６０７ 

対 R1 比 ８３％ ８３％ １００％   １０５％ ８２％ 

H30 年度実績 １１１２ １１１１ ２２１   ３３３３ ６２３ 

対 H30 比 ８０％ ７７％  ９６%     ９３％  ７９％ 

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライン紹介によ

る就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 



1 

 

ハローワーク村山 就職支援業務報告（令和４年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

当所では、令和２年 11月に有効求人倍率は１．０倍に回復、令和３年４月は１．２１倍、以降、新型コロナウイルス感染症の影響は徐々に
弱まり求人倍率も上昇し、人手不足傾向に戻りつつあったことから、主要指標のひとつである「充足件数」の向上を目指し、以下のことに重
点的に取り組みました。 

・ミニ面接会、求人説明会の積極的な実施 

 新型コロナ感染防止を徹底したうえ可能な限り開催。ミニ面接会（１回１～３社）は、「介護のしごと」「製造正社員」「就労継続支援 A型事
業所」「建設の仕事」等、人材不足分野、正社員、障害者、高齢者などのテーマを決めて実施し、年間５回開催（参加求職者２５名・採用１３
名）しました。求人説明会（１回１社）は、福祉関係、派遣業からの依頼が多く、コロナ感染状況を考慮しながら調整して実施し、年間５７回
開催しました。 

・村山市との共催による面接会の実施 

村山市内企業の充足支援を目的として、参加企業数の縮小（出席者は１名限定）、求職者は事前予約制などコロナ感染防止を徹底して１１月
に開催し、企業１５社（上限）、求職者３３名、採用５名の実績を上げました。 

・求人者マイページの登録数増加と利用促進 

ハローワークインターネットサービスのオンライン機能追加を見据え、事業所訪問や窓口での周知による登録増加に取り組み、前年度より
大きく増加（５６６事業所・前年同期比１５６％増）、求人更新など利用促進（オンライン受理割合５２％：前年同期１６％）も進んでいます。 

・求人一覧（紙媒体）の活用 

高齢者層を中心にインターネットが苦手な利用者も多く存在することから、「６０歳以上歓迎求人」、「介護・医療・福祉分野」、「警備・運輸・
建設分野」、「有効求人」の一覧を提供することにより相談窓口への誘導を図りました。 
 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

 当所では、中長期的な職員の育成を図る観点から、業務部門（職業紹介・雇用保険）による職員ミーティングを毎週実施し、各指標の進捗
や取組状況を共有、課題や改善方策などを協議しながら業務運営を図ってきました。職員ミーティングの翌日には非常勤職員ミーティングを
実施し、職員１名が輪番で職員ミーティングの内容を伝達することで、職員の資質向上を図りながら非常勤職員を含め所内全体で共有して業
務に取り組みました。また、雇用・環境均等室の職員を講師とした研修や所長・幹部・担当者を講師とした研修、本省から提供された業務改
善・向上ビデオ研修を積極的に実施しました。 

 

 

別紙２ 
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（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

以下について改善を図りました。 

・求職者向け情報提供による支援の強化 

職業訓練の周知、受講勧奨の独自ちらしを作成し相談窓口に配置し提供。また、相談待ち番号カードを改善し、就職活動の進め方や応募書
類の事前準備、職業訓練、求職者マイページなどの広報資料を裏面に差し込み周知するなど情報提供方法を改善しました。結果、職業訓練に
関する相談、応募書類を準備する求職者の増加が見られました。 

・職業訓練修了者歓迎求人の情報提供 

職業訓練の活用促進のため、所独自に上記求人の検索を容易できるようシステム設定し窓口相談時に活用。求人の充足支援、修了者の早期
就職支援に資するよう取り組みました。 

・庁舎内自動アナウンスの導入 

 職業相談窓口への誘導、利用時間の案内とともに、新型コロナ感染防止協力依頼（マスク着用、手指消毒等）の自動アナウンスを導入し利
用者サービスの改善を図りました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

主要指標のひとつである「雇用保険受給者早期再就職件数」の実績が伸びず、前年度比でも大きく減少しました。雇用保険受給者の高齢化、
コロナ下で積極的な就職活動を控える動きが見られた、インターネットサイト上で活動する求職者の増加傾向などにより、ハローワーク窓口
の利用が進まなかったことが要因と考えています。窓口相談の誘導、支援メニューなどハローワーク利用のメリットの周知・活用を強化する
必要があります。令和４年度は、雇用保険受給の手続きをした方に対する「雇用保険説明会（制度や手続き等）」と「初回講習会（就職活動の
進め方）」を別日に分けて開催、初回講習会の内容を充実させることで窓口相談への誘導等を強化し、早期再就職の支援、実績の向上を図って
いく予定です。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

 今年度は、山形労働局独自に各指標において前年度実績を上回ることを目標に取り組んできました。前年度実績は新型コロナの影響により
低下したことから、今年度は新型コロナの影響も弱まり前年度を上回ることができると予想し、コロナ下でもできることに取り組んできたが、
新型コロナの影響で求職活動を控える傾向が続き新規求職者が減少、求職登録をしてもその後の応募や紹介を躊躇する傾向があり、主要指標
の実績は伸び悩みました。また、当所の令和３年度有効求人倍率は１．４１倍となり、コロナ下前の９割程度まで回復しましたが、新規求職
者は減少傾向、新規求人は増加傾向にあり、今後も有効求人倍率が上昇し人手不足傾向が強くなると予想されます。 
このことから求人の充足支援サービス（人材確保対策）を引き続き強化していく必要があります。強化されたハローワークのオンライン機

能を十分活用しながら、インターネットが苦手な利用者に対する支援やきめ細やかな窓口支援に更に取り組んでいきます。 
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２ 特記事項 

特になし 

 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者 

早期再就職件数 
紹介率 

就職氷河期世代の正社

員就職件数 
正社員求人数 正社員就職件数 

令和３年度実績 １，３２４ １，１６７ ３１８ ９２．６％ ９１ ４，０４５ ６８５ 

過去３年度平均 １，５９０ １，４２６ ４３１ １１５．０％ ５６ ３，４７９ ７９８ 

R２年度実績 １，３７０ １，１６７ ３７４ １１０．７％ ５６ ３，１７８ ６７３ 

対 R2 比 ９６％ １００％ ８５％ ８３％ １６２％ １２７％ １０１％ 

R１年度実績 １，６９１ １，４９３ ４８５ １１６．４％  ３，８１６ ８３８ 

対 R1 比 ７８％ ７８％ ６５％ ７９％  １０６％ ８１％ 

H30 年度実績 １，７０９ １，６１８ ４３５ １１８．６％  ４，２５４ ８８４ 

対 H30 比 ７７％ ７２％ ７３％ ７８％  ９５％ ７７％ 

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライン紹介によ

る就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 
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ハローワークさがえ 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

求人説明会の実施や DMによる求人情報の積極的な提供など、「求職者と事業所との積極的なマッチング」を心がけ、それにより「就職件数」
の増加につなげていくことが重要と考え、取り組んだところです。 
特に求人説明会については、令和 3 年度は 77 回開催し、1 回あたりの参加者は平均 3.7 人、就職件数は 53 件と大きな効果がった。求職者

からは、事業所の詳しい内容が聞ける、条件について応募前に確認できるなどの声があり、また事業所からは、事業内容を直接説明できる、
求職者のニーズが理解できミスマッチの解消に役立つと、求職者・事業所双方から大変好評を得ています。 
また、新型コロナウイルス感染症の影響により大規模会場の使用ができなかったため、規模を縮小し 3 月に 3 回、所内会議室を会場に求人

人をテーマごとに分け「ミニ就職面談会」を開催し、参加企業 13社、参加者延べ 86人、採用 15人の成果を上げることができました。 
 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

9月に全職員・相談員を対象にした「職業紹介業務研修」を実施しました。今後は、来所での求職者サービスに加え、オンラインでの就職支
援の強化や、訓練等の制度理解、基準・均等行政との連携強化も視野に、より幅広い内容での研修実施を検討してまいります。 
 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

ハローワークインターネットサービスによる求人情報提供のほか、求職者に手軽に求人を見てもらえるように「最新求人一覧」を毎週発行、
また「シニア歓迎求人一覧」「福祉分野求人一覧」「建設・警備・運輸分野求人一覧」を月 2 回発行し、ホームページからも入手できるように
しました。 
 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

令和 3 年度において有効求人倍率は 1 倍台に回復してきましたが、就職支援・よりよいマッチングのためには、良質な求人が欠かせないこ
とから、所内での連携・情報共有を強化しつつ、求職者のニーズ・動向に応じた充足性の高い求人の確保に努めてまいります。 
また、来所者サービスの一層の充実と更改されたハローワークインターネットサービスのオンライン機能を活用したマッチングの強化にも

積極的に取り組むことといたします。 
 

（４）その他業務運営についての分析等 

 少子化傾向に新型コロナウイルス感染症拡大の影響も加わり、新規学卒者の就職希望者は減少し続けているため、若年者も含めた労働力の
確保が深刻になっている企業も多い状況です。活力ある地域づくりのためにも、自治体や雇用対策協議会とも連携しながら、「UIJ ターン事業」
も含めた就職支援を進めていくことが重要と考えています。 

別紙２ 
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２ 特記事項 

特になし 

 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 
充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者 

早期再就職件数 
紹介率 

ハローワークの職業紹

介により正社員に結び

ついた就職氷河期世代

の不安定就労者・無業

者の件数 

正社員求人数 正社員就職件数 

令和３年度実績 １，１８８ １，１８４ ２９０ １０４．０％ １３１ ３，０６１ ５８７ 

過去３年度平均 １，４３４ １，４０６ ３４５ １１３．０％ １７０ ２，８４２ ６７８ 

R２年度実績 １，２３４ １，２１１ ３３９ １０５．７％ ８６ ２，２６８ ５５８ 

対R2比 ９６％ ９７％ ８５％ ９８％ １５２％ １３４％ １０５％ 

R１年度実績 １，５１８ １，４９６ ３２９ １２１．２％ １７２ ２，９８６ ６８２ 

対R1比 ７８％ ７９％ ８８％ ８５％ ７６％ １０２％ ８６％ 

H30 年度実績 １，５５０ １，５１２ ３６７ １１２．０％ ２５１ ３，２７１ ７９４ 

対H30 比 ７６％ ７８％ ７９％ ９２％ ５２％ ９３％ ７３％ 

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライン紹介によ

る就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 


